
意見交換における民間委員からの主な意見 

 

地域産業振興構想を策定するにあたり、構想の位置づけや基本理念のほか、統計データ等

により本市の現状や課題等について説明し、目指すまちの姿の基本方針の方向性について意

見を頂きました。 

 

〇本市の強み、弱み（課題） 

・萩の食（特に水産）は強みであり、もっと PRすべき 

・強みを活かした戦略、支援を展開すべき。競争の少ないブルーオーシャン戦略を進める 

・総じて、全ての産業分野において担い手、後継者が不足 

・若年世代の市外流出が多い 

 

〇産業振興の施策展開 

・豊富な森林資源を活用した施策の展開 

・後継者確保、人材育成への取組 

・地域外からの人材獲得 

・後継者不足から起因する事業承継問題への対応 

・萩産品のブランド化による継続的な首都圏等への販路拡大 

・６次産業化等、地域資源の活用や取組といった内容を盛り込む 

・インバウンド対策の充実（ソフト・ハードの両面から） 

・起業、創業を目指す者への支援体制の構築 

・外貨獲得のできる企業体や労働生産性の高い、活力ある元気な事業所等への選択と集中に

よる施策展開の実施 

・旧郡部地域等の事業者への配慮 

・何をもって産業振興につながるのか、具体的な基準や条件を設定するとよいのではないか 

 

 


